
創    　 業　　　昭和６１年１１月
代  表  者　　　代表取締役　鮫島　亘
従  業  員　　　３５名
業　     種　　　簡易金型（試作金型）製造、
　　　　　　       射出成形、物流業
所  在  地　　　宮崎市佐土原町東上那珂字石塚
　　　　　　　　　 １７８８０番地４５
TEL/FAX       0985-30-5801/0985-30-5805
Ｕ　 Ｒ　 Ｌ       http://www.technomart-k.co.jp/

会社紹介

昭和６１年　　有限会社テクノマート九州設立
平成 元 年　　物流センター設立
平成１０年　　ＣＡＤ/ＣＡＭセンター設立
平成１５年　　本社とＣＡＤ/ＣＡＭセンターを統合
平成１８年　　社名を株式会社テクノマートに変更、テクノリサーチセンターを新築
平成２０年　　東京営業所を開設
平成２１年　　本社・ＣＡＤ/ＣＡＭセンターをテクノリサーチセンターに統合

平成２７年度　宮崎中小企業大賞表彰

株式会社　テクノマート

会社概要

表彰理由 代表取締役　鮫島　亘　氏

  従来、金型はスチールを用いて製造していたが、切削加工等の様々な加工技術により作成するため、コストと時間が掛かっていたとこ
ろ、同社では、通常は鉄で製作する金型を高強度のアルミ材を用いて、切削加工のみで金型を作る技術を開発した。
  この技術は県内唯一で、従来のスチールでは、一度型を作成すると多量の成形品を作らなければコストを回収できなかったが、多品種
少量(１～３万個程度)の中小ロット成形品を、低コスト(従来の１/２)･短納期(従来の１/３)で提供することに成功し、少量ずつしか作
らない試作品の作成を容易にした点が評価された。また、自動車部品の金型製造を主に行っていたが、医療･福祉分野での試作品製作と
いう新分野へも事業を展開しており、今後の成長という意味でも評価が高かった。

表彰項目 『 オンリーワンの視点 』  ～ オンリーワンの製品や技術により産業を支えている企業 ～ 

高強度のアルミ材を用いた、簡易金型（試作金型）製作のエキスパート企業 

切削加工のみで金型を作る 
県内唯一の技術を開発 

従来、金型は鉄で製作さ
れていたが、様々な加工
が必要となるためコストと
納期が掛かっていた。 

本 社 東京営業所 

お客様にご満足していただくための「 ５つのお約束 」 

テレビ用バックパネル  

産業機器部品  

この技術は、研究開発等において多品種少量 
の試作品を作成することに貢献している。 

自動車部品  

・自社の３Ｄデータ作成技術を活かし、３Ｄプリンタ事業者と提携 

 してさらに複雑な形状の試作に取り組んでいる。 
・工業技術センターの人材育成事業研究生を受け入れるなど、 
 人材育成においても熱心に取り組んでいる。 

その他の取組 

同社は、自動車部品の金型製造を主に行っていたが、医療・福祉分野といった新事業への展開を進めている。 

医療機器部品  

注射器部品  カテーテル部品  

テレビ用バックパネル 複写機用機構部品 



創    　 業　　　昭和６０年２月
代  表  者　　　代表取締役　長峯　清隆
従  業  員　　　４４名
業　     種　　　一般機械器具製造業
　　　　　　       （各種ＦＡ機械製造)
所  在  地　　　都城市吉尾町１９２５－１
Ｔ　 Ｅ 　Ｌ　　　　0986-27-5300
Ｆ　 Ａ 　Ｘ        0986-27-5301
Ｕ　 Ｒ　 Ｌ       http://www.sys-gi.co.jp/

会社紹介

昭和６０年　　株式会社マスト設立（設立当初はコンピューターソフト開発が主業務）
平成６２年　　工場を建設し、製造分野に進出。リレー用ハンドラーを開発し、製造
　　　　　　　販売開始
平成 元 年　　社名を「株式会社システム技研」に変更。主業務を自動機・省力化機器
　　　　　　　(ＦＡ機器）製造に移行。
平成 ８ 年　　宮崎県地域中核的企業育成支援事業の認定を受ける。
平成２３年　　マスク成膜システム開発

平成２７年度　宮崎中小企業大賞表彰

株式会社　システム技研

会社概要

表彰理由 代表取締役　長峯　清隆　氏

　同社は、国内外の半導体メーカーが抱える「マスク蒸着法におけるパターン形成の高精度化」という課題
に取り組んだ結果、低コストで高精度なパターンの形成を実現し、国内の半導体メーカーから高い評価を得
るとともに、今後は、「宮崎発ものづくり製品」として海外への販路拡大も期待される点が評価された。

お客様の要望に応える、高い技術力と組織体制 

宮崎県のエレクトロ産業における牽引役的企業、現場からの視点に立った技術シーズで社会に貢献 

国内外の半導体メーカーが抱える 

『 マスク蒸着法におけるパターン形成の高精度化 』に挑戦 

本機専用ホルダー 

自動アライメント装置

を開発し、高精度 

のパターン形成の 
実現に成功 

マスク吸着ヘッド ウエハーＳＥＴ 
ステージ 

半導体の電子回路の線
幅はミクロン～ナノミクロ
ンと非常に高精度であり、
正確なパターン（電極）を
形成することが要求され
る。 

今後は海外展
開も視野へ！ 

表彰項目 『 新技術・新分野進出の視点 』 ～ 新技術・新製品の開発等により業績を伸ばしている企業 ～ 

製品紹介 〈 開発部門 ・ 製造部門 〉 

開発部門では、エレクトロニクス（半導体・液晶・電子部品等）自動車分野
を中心とした製造設備・検査設備等の開発を展開。 

製造部門では、精密部品加工、３次元加工を主力として各分野の機械 
部品、金型部品及び治具等の製作を行っている。 

これは 
世界唯一の 

装置 

低コストでもあるた
め、国内の半導体

メーカーから高評価 

大型ＦＰＤ基板搬送 

ロボット 
電子部品検査装置 

下水道管内面検査 

ﾛﾎﾞｯﾄ 



創    　 業　　　昭和４４年４月
代  表  者　　　代表取締役　島原　俊英
従  業  員　　　５２名
業　     種　　　機械製造業（産業用自動化機械・
                    食品工場向け機械・設備等の設計・
                    製造・据付・保全）
所  在  地　　　日向市大字日知屋１７１４８－９
TEL/FAX       0982-52-7215/0982-52-7216
Ｕ　 Ｒ　 Ｌ       http://hn-t.co.jp/

会社紹介

昭和４４年　　創業者・島原義海が、延岡の中島鉄工所から独立し、日向中島鉄工所を設立
昭和４７年　　日向市の食肉加工工場と取引開始
昭和４８年　　日向市亀﨑に６６０㎡の製缶工場を建設
昭和５５年　　食鶏加工関連エンジニアリングメーカーとの取引開始
昭和５６年　　醸造関連エンジニアリングメーカーとの取引開始
平成 元 年　　ステンレス工場を新設
平成 ３ 年　　現在地（日向市細島工業団地４区）に事務所及び工場建屋を建設
平成１１年　　現社長の島原俊英 氏が日向中島鉄工所に入社
平成１３年　　２代目社長に島原俊英 氏が就任
平成２４年　　レタスの水耕栽培を行う野菜工場「(株)ひむか野菜光房」を地元農家等と共同設立

平成２７年度　宮崎中小企業大賞表彰

株式会社　日向中島鉄工所
会社概要

表彰理由 代表取締役　島原　俊英　氏

　宮崎県北部を代表する産業用機械メーカーである同社は、農商工連携による様々な事業に挑戦しており、レタスを水耕栽培す
る植物工場である「(株)ひむか野菜光房」を地元農家と共同で設立し、同社の強みである製造機械の技術と農業という新たな分
野の融合を図っている。
　また、農産園芸にバイオマスの発想を取り入れたペレット暖房機の開発にも取り組んでおり、宮崎県の地域資源を活用して地
域経済の活性化に寄与することを目的に様々な商品開発を行っている点が評価された。

農商工連携による新事業への挑戦 

表彰項目 『 地域資源活用の視点  』   
・地域の資源や特性を活用した新商品の開発等により業績を伸ばしている企業  

・地域の視点や県内生産品を活用した事業活動により、地域経済の活性化、被災地域や国内の産業振興への貢献が顕著な企業   

２０１２年に、日の出酸素（延岡市）と門川町の農家と共同で、 
レタスを水耕栽培する植物工場を設立した。 

宮崎県北部を代表する産業用機械メーカーであり、農工商連携による様々な事業に挑戦 

主な業務内容 

お客様の要望にそった『 オーダーメイド 』の製品を提供 

製品紹介 〈 技術と機動力で高品質・短納期を実現 〉 

炭火焼コンベヤー 

発酵醸造機械 

食肉工場向機械  食品製造機械  

製糖工場向機械 

県の「農商工連携ビジネスモデル創出事業」に認定され
ており、モデル事業として注目が集まっている。 

産学官金連携事業 ・ その他 

太陽集光装置  

ペレット暖房

機・バイオマ
スボイラー・ 
鮮度保持装
置など、地域
課題の解決
に資する機
械・装置類を
開発。 

バイオマス 
温水器  

宮崎大学や
県、光学機
器メーカー等
と共同で、 
太陽熱を集

め水素を製

造する装置
を開発。  


